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通期業績予想と実績の差異及び特別損失計上に関するお知らせ 

 

平成26年5月8日に公表した平成27年3月期通期業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、 

下記の通りお知らせいたします。また、特別損失の計上につきまして、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 差異の内容 

平成27年3月期通期連結業績予想と実績の差異（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

   百万円 

 

29,500 

百万円

2,180

百万円

1,300

～1,400

   百万円 

850 

～900 

   円 銭

23.86

～25.26

今回発表実績（B）    27,945    2,231 1,424 △126 △3.56

増減額（B－A） 
△1,555 51

124

～24

△976 

～△1,026 
― 

増減率（％） 
△5.2 2.3

9.5

～1.7
― ― 

（ご参考） 前期実績 

（平成26年３月期）   28,829    1,976 1,124 1,356 38.06

 

２. 差異の理由 

平成27年３月期通期におきましては、売上高はぶなしめじの拠点集中化による生産量の減少や、もやし・

カット野菜等の減収により予想を下回りましたが、茸の販売単価が安定推移したことや、トータルコストの

削減により経常利益までの各段階利益においては予想を上回りました。しかしながら、特別損失 10 億 47

百万円の計上や、平成27年度税制改正（法人実効税率の引き下げ及び欠損金の控除限度額の縮小）に伴う

繰延税金資産の一部取り崩し５億18百万円の影響により、当期純利益においては予想を下回りました。 

 

３．特別損失の計上 

 平成26年11月7日付けにて、ぶなしめじ事業の収益性向上のために拠点の集中化等の再編を進めた結果、

遊休化した資産や、連結子会社の遊休資産等の減損処理のお知らせをいたしましたが、平成27年３月期末

において、今後、生産性向上の為に省人化・合理化設備を導入していくにあたり、当初他製品へ転用予定で

あったぶなしめじ設備等を遊休資産とし、減損損失として追加計上いたしました。結果、通期の減損損失７

億93百万円、特別損失合計として10億47百万円を計上いたしました。 

以上 


